
1 

 

ブラウン管のリサイクル等に関する技術的検討について 

 

１．趣旨 

家電リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書※１)では、ブラウン管

ガラスカレットについて、｢国際的にブラウン管テレビから液晶テレビ・プラズマテ

レビへの転換が加速化している状況の中、その需要が減少傾向にあり、他のガラス

用途への転用も技術的に課題が大きい。したがって、引き続きメーカーのブラウン

管ガラスカレットの再商品化に向けた販路開拓努力等を継続しつつ、その再商品化

の在り方について将来的に検討していく必要がある。｣とされている。 

また、特定家庭用機器の品目追加・再商品化等基準に関する報告書※２)では、｢ブ

ラウン管ガラスの再商品化が困難となるような将来的な事態を想定し、処理のため

の試験や取扱方法等の個別対策のみではなく、業界をまたぎ関係者一同の関与の下

で、対策を進めることが適当である。また、ブラウン管ガラスカレットの需給予測、

各種リサイクル技術等を幅広に検討した上で、状況に応じて柔軟に対応できるブラ

ウン管ガラスカレットのリサイクル等に関するロードマップを検討することが適当

と考えられる。｣とされている。 

現在、わが国のブラウン管ガラスカレットは、大半が海外へ輸出され水平リサイ

クルされているが、世界的にもブラウン管テレビの生産・需要が急速に減少すると

ともに、国内では、地上デジタルテレビ放送への移行に伴う薄型テレビへの買換に

よりブラウン管テレビの排出が急速に進んでいる中、ブラウン管ガラスカレットの

今後のリサイクル・適正処理に係る技術的課題の検討を開始するものとする。 

 

２．検討の進め方 

（１）海外での水平リサイクルの今後の推移や、水平リサイクル以外のブラウン管の

リサイクル・処理の現状と今後の見通しを調査・整理する。これを踏まえ、資源

の有効活用という観点からリサイクルを優先しつつも、有償及び逆有償でのリサ

イクルを行っても余剰量が発生する場合は埋立処分も視野に入れ、これらの手法

に係る技術的課題の検討を行う。 

（２）上記検討を進めていくため、学識者、業界関係者等の参画を得て、京都大学の

酒井伸一教授を座長とする検討会を速やかに設置し、検討を開始する。 
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※１）産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会電気・電子機器リサイクルワーキンググ

ループ 中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会家電リサイクル制度評価検討小委員会合同会合： 

家電リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書,（平成２０年２月） 

※２）産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会電気・電子機器リサイクルワーキンググ

ループ家電リサイクル制度における品目追加等検討会 中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会特

定家庭用機器の再商品化・適正処理に関する専門委員会 合同会合： 

  特定家庭用機器の品目追加・再商品化等基準に関する報告書,（平成２０年９月） 


